
都道府県名　　　岡山県

産地パワーアップ計画
（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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地域協議会等の評価 都道府県の評価

はだか麦を押し麦に加工し、販路
を開拓することで、押し麦の販売
数量、販売額、販売数量あたり販
売単価は年々増加してきたが、近
年の全国的なはだか麦の増産に
よる競合から在庫が生じ、目標の
販売額には届かなかった。
また、経営上主力となるはだか麦
の栽培を優先して拡大したことか
ら、はだか麦は目標を超える面積
となったが二条大麦の面積は計
画に届かず、播種後の低温等の
影響により単収が未達となった。

今後は、普及指導センター、JA、
町等関係機関が連携して栽培指
導や広報等の支援をすることで、
排水対策の徹底による二条大麦
の単収向上と面積拡大を図り、は
だか麦の一層の販路拡大による
販売数量の増加に努め、早期の
目標達成を目指す。

①現状値：平成27年
度申告資料から算出
10,843円/10a（販売
額：1,800千円（二条
大麦1,200千円、はだ
か麦600千円）、作付
面積16.6ha（二条大
麦15.6ha、はだか麦
1.0ha)）
②目標値：平成30年
度販売見込額,作付見
込面積から算出
40,755円/10a（販売
額：7,336千円（二条
大麦1,176千円、はだ
か麦6,160千円）、作
付面積18.0ha（二条
大麦14.0ha、はだか
麦4.0ha)）
③実績値：平成30年
度申告資料から算出
④達成率：（③-①）
/（②-①）×100

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

2.7

高温対策としてハウスに吹き付け遮光剤を
導入したものの、７月豪雨により遮光剤は
流れ落ち、その後の高温により草勢が低下
するとともに規格外品が発生した。
収量増を目指しベッド当たり株数を増やし
たところ、過繁茂となり、葉かぎ等の作業
遅延が病気の発生を招き、収量の減少につ
ながった。それにより秋口の高単価時期の
出荷が少なくなったため単価も伸びなかっ
た。
また、計画カ所において育苗施設を確保し
たことにより作付面積が減少した。
そのため、販売額目標が達成できなかっ
た。

今後、適正な株数の検討や、炭酸ガス施用
及び温度管理による効率的かつ有効な環境
管理を実施する事により、期間を通じた安
定生産を図ることができるよう、関係団体
と共に指導を行う。
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産地パワーアップ事業都道府県事業評価報告書

1 奈義町
６次産業化によ
る収益性の向上
による経営面積
拡大

矢掛町農
業再生協
議会
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当該法人の出荷販
売記録簿から、下
記により目標達成
率を検証する。
①現状値：平成27
年度販売額
6,540,961円/10a
＝160,406,597円
/2.5ha
②目標値：平成30
年度販売額（見込
み）
7,551,615円/10a
＝196,780,597円
/2.6ha
③実績額：平成30
年度販売記録実績
から算出
④達成率：（③-
①）/（②-①）×
100％
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７月豪雨により吹き付け遮光
剤が流れ落ち、さらにその後
に続いた高温により草勢が低
下し、規格外品が多く発生し
た。また、ベッド当たり株数
を増やしたところ、葉かぎ等
の作業遅延が病気の発生を招
き、収量の減少につながっ
た。そのため、秋口の高単価
時期の出荷が少なくなったた
め、目標の販売額に届かな
かった。

今後は普及指導センター、
JA、町等関係機関が連携し、
適正な株数での栽培や効果的
な環境制御の指導を行うこと
で、期間を通じた安定高品質
生産を実現し、さらに新たな
契約栽培を進めることで販売
額の向上を図り、目標達成を
目指す。
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①現状値：平成27
年度販売実績等か
ら算出

②目標値：平成30
年度販売見込み額
から算出

③実績値：平成30
年度販売実績から
算出

③’価格修正後の
実績
補正係数及び価格
補正後の実績数値
の算出経過より

④達成率：(③'－
①)/(②－①)×
100

64.9

加工から販売まで自ら行う6次産業化により、
はだか麦を活用して高収益な経営の確立を進
め、毎年、新たな販売先を開拓し、はだか麦の
販売数量と販売額、販売数量あたり販売単価
は年々増加してきた。しかし、近年、同様の加
工品の流通が増加したことで計画どおりの販
売に届かない事が予想され、成果目標達成達
成に向けてサンプル（試供品）配布によるPR活
動を行い、積極的に販売努力を実施したもの
の目標の販売額には届かなかった。

今後、生産面については、麦栽培に適した圃
場選定や排水対策の徹底による単収の向上を
図るとともに、販売面については、町が実施す
る「ふるさと特産便」への提供継続や、新たな
販路拡大の場の提供に努め、早期の目標達成
に向けて、JAや県（農業普及指導センター）等
の関係機関と連携を図り指導していく。
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集出荷施設の収支
（JA調べ）より算出
した集出荷コスト
（※）について、下
記により達成率を検
証する。
①現状値：平成27年
度集出荷コスト
87,662円/10a＝
3,646,704円/4.16ha
②目標値：平成30年
度集出荷コスト（見
込み）　70,328円
/10a＝4,219,645円
/6.0h
③実績値：平成30年
度集出荷コスト（実
績）
④達成率：（③-①/
（②-①）×100
※集出荷コスト
電気料金、消耗品及
び集出荷場専属パー
ト職員の従事時間よ
り、集出荷コストを
算出
矢掛町アスパラガス
集出荷コスト削減資
料による

56.3

集出荷コストは、平成30年7月豪
雨の影響を受け、機械選別では
選別できない細かなカビ等の付
着を目視で判断しなければなら
なくなったため、選別時間の削
減ができず目標の集出荷コスト
の削減ができなかった。
また、意欲ある農家が規模拡大
に取組んだことにより作付面積
は増加したものの、新規栽培者
が諸事情により栽培を中止した
ため、作付面積が予定より増え
なかったことから面積目標は未
達成となった。
平成30年7月豪雨災害の影響があ
り、大規模でかつ長時間の冠水
状態が続いたことが原因で茎枯
病等の発生やほ場の損壊等が見
られたため、生産量が減少し
た。

今後は、かん水、肥培管理等の
指導を強化して生産量増加、規
格外品の低下を図り、集荷量増
を目指し、選別機械の稼働を増
やして人件費を削減する。ま
た、町と連携し、アスパラガス
栽培就農者を増やして担い手を
確保し、生産面積の増加を一層
推進する。

平成30年の西日本豪雨の影響によ
る茎枯病の発生、ほ場の崩壊、冠
水のために生産量が減少し、機械
選別の出来ない細かいカビ等の判
断に時間を要したため、選別時間
は削減できず、集出荷コストは目
標達成しなかった。
また、栽培をやめた生産者がいた
ことから作付面積は予定より増え
ず、作付面積は目標達成しなかっ
た。

今後は、普及指導センター、JA、
町等関係機関が連携して支援する
ことで、栽培技術指導を強化して
生産量の増加と品質の向上に努
め、選果作業の軽減と集荷量増に
よる集出荷コストの削減と、新規
就農者の確保と育成による生産面
積の増加を一層推進する。

-3.0

平成30年の7月豪雨により約3,300㎡の浸水
被害があり、２日間浸没した状態となった
ため、ほぼ全体約3,300㎡が根腐れにより
出荷不能の状態となった。
全体の生産量の減少に加え、輸入品の増加
により単価も低下したため、10a当たり販
売額も減収となり、目標を達成できなかっ
た。
災害復旧の国の補助事業により2,000㎡の
苗の植え替えを行い、令和元年６月から出
荷を開始している。しかし、1,300㎡につ
いては自力で植え替えを行い、現在育成期
間中。

今後とも普及センター等の指導を受けなが
ら適切な処置を行い、回復を進めるととも
に、市場ニーズの高い品種への転換や精度
の高い出荷計画の提供など、市場評価の更
なる向上に向けた取組を進め、全体目標の
達成に向けて継続的な指導を行う。

平成30年の7月豪雨により浸水
被害を受けたため、苗の根腐
れにより出荷不能の状態と
なった。
全体の生産量の減少に加え、
輸入品の増加により単価も低
下したため、10a当たり販売額
も減収となり、目標を達成で
きなかった。

今後は、苗の植替えと育成を
進めて従来の経営状態への回
復を図り、生産量増加と品質
向上に努めるとともに、市場
価値の高い品種への転換や計
画出荷による単価の向上を目
指す等の目標達成に向けた取
組を支援する。

346 329
6,567,85
2円/10a

275 566 －

8,598千円
/10a


